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国産並材製材品の生産構造に関する一考察
;1:ユ古嫡
Study on the production structure of low quality lumber 
Y oshiya Iw AI 
要旨
昭和初年代以降，わが閣では米材やソ連材の比設がi詰まり，大都市?却を中心に大f設に消費され
てきた。そのやで，建築用材を躍するわが悶の林業地や木材生服地は大きく変貌し.fi}舗を余
儀なくされた。そして新しいタイプの有名木材路地が形成された。
以上のような既倒的な盤を示す外材と，他方では有名該地といったこ機構造ーの中で，なおかつ
的に，弔細でsilz.材を生践している悶経材工場が存在し生践を続けている。ここでとりあげる
兵隊!来航路・神戸市J認辺の製材工場も，そういったカテゴリーに合まれるものである。これらの
が現在なおかつ佐渡を維持しているな嬰闘は次のようである。
①航路や神戸市といった大都市部を中心とする地域に存視する，特殊部材や並材の小鼓受注に
うまく対応するしくみをとっていること。
①製材工場が主主築3誌を1夜営することが多いが，自工場で生E設することができず，かつ建築部材
として袈求される高級材や銘柄材については，近接の大都市開盤より
こと。
しうるi*iliiJにある
以上のように考えると，当地域の製材工場は，立宣材製材品を生賎しているが，競絡大殻流通材
である外材製品，また有名E在地材との競合をさけて，むしろそれらと共存するしくみのけIではじ
めて生践を維持しえていると営うことができょう。
1 .はじめに
外材が火裁に輸入されはじめた昭和初年代以鋒，わが悶には戦前からの林業や木材の路地に加
えて，新しく製材牒i也として設問しはじめたところが少なからず見られる。しかし，生腔規模や
樹紐，それに立地等によっても産地の内容はかなり興る。
とくにここ十数年のi自に.'休業や製材のE民地についての調査・分VTがすすみ，間・究レベルとし
てはかなりの*殺に述している。 25・野・夫日間といった古くからの産地をはじめ，東i控・悶
111~走行ヲといった新しい訟についても，かなりの成県があげられたといってよい。しかし，いわ
ば自交った大規模な生路地が民主!ili.として取り扱われているのに対し，それほど臼fLたない小さな
佐渡地についての，はっきりとした位践づけはなされていない。わが間には，今日のような外材
の圧倒的な攻勢の中で，なおかつ，自立たない/ふさな製材生疎地があちこちに存在し. ~Iミ院を行
っている。
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そうした小規模の生産地では，一体どのようなしくみの中で生産が行なわれているのであろう
か。 また，今後の展開の可能性は奈辺にあるのか。ヌド報告は，そういった開立たない製材生産地
の生践七時迭を解明するための第一歩として，都市近郊に立地ずる兵隊日誌の例をとりあげて翻資・
分折・したものである。 ζの分析によって，逆に，従来研究されてきたわが隠の木材の臨地が，ど
のようなf立設にあってし、かなる機能を来しているかが，明らかになろう。ここで対象としたのは，
J7<!i11 Uf!:の中でも中間 Illtfuの南側K{立校し，かっ~Ii!路や阪神といった大都市部に比較的近い地域で
ある。兵体的には， :jIjql即時1・氷上町・--'ii!，'IiJ・をゆ心とした池域である。この地域において，製材
，素材業者2名，隠木市場2rtil蒜に加え，山林所有者及び、森林組合の翻3誌を実施し，
とりまとめた。以下建誕m材を中心として分irを行う O
なお，ぷ研究はi昭和62年度の文部省科学研究資「総合研究AJの助成そうけて実施したもので
ある。
rr.各 1吋の概要
1. :jIlq崎町の概嬰
神1f.51llJは航路市の北方30kmIζ故躍する人口約8，700人の!日Iである。中悶縦波巡に近く， 姫路
までの新しい道路も開通して， I荻村1やTI;!路方出への交通の使に認まれている。土地開積 10，485
haのうち森林が9，000haをおめる。人工林ネは80%に近く， ha ~りの森林蓄積も 180m3と県
平均 140m3をかなり上位iる。県内でも最も背林生産のための自然条件に;むまれ，とくに町内の
越知谷地ぽは人工j密林の古い}恋史をもっている。 !lIJI勾の年間伐採j設は13，000m3 (昭和的年)で，
昭和50年の 18，000m3と比べてもかなり減少してきている。 初日々の議材生販は，主にIUJ内の素
材業者と森林組合とによって行われている。潔材使障の段階で出荷仕訳が行われ，ヒノキの良材
は奈良県・::::.1Ii:以.Iñ\j 山県の原木市場へ，スギの良材は奈良・ =:'1立 l~をはじめ，為淑煤の智践に
も出荷される。そして技りの材は原氏IJとして自馬地万の原水市へ…括出荷される。地元の製材工
による議材もみられるが，近年ではこく一部である。なお従米から不定期にfj奇かれていた
神崎町森林総合による原水Tliが62年4月からJE1UlTliとなり，現;(:E1 @]当り 500m3以下の小規模
なセリ市が月 1@]聞かれている。 IlJ内には，現在製材工場が25工場あり，年間際水消波数は約
28，000 m3で，零細な工場が多い。製材原水の大部分は阻馬地方の原水TIJから仕入れられる割腹
材である。製品としては.'絞瓶55%.ひき角19%.ひき説19%で，その他仕組板などとなってい
る。どちらかというと，スギrt悶材を中心とした製材工場が多い。製品の出荷先は，県内739五，
大阪府11%.京都府6%で，とくに建築材については，県内と燐俊民ではほぼ100%そしめる。
2.氷上町の概袈
氷上!lI]・は神戸市の北方50kmのところにあり，人口18.000人の何である。土地市議11，000ha 
のうち森林が8，000ha を占める。~fI1J は， ヒノやとアカマツの混交林分が古くから多く， マツ
の波地として有名であるo 1日Jl々 での年1m伐採鼠:は， 11，000 m3 (昭和160年)で，近年減少傾向に
ある。 地元には議材生1f1*.者が比絞的多く，それと森林組合によって伐掠が行なわれている。ス
ギ・ヒノキのo.1オー は，神的1IJの場合と向じく他県出持されるが，残りは{l1潟地方の謀本:rtiへtH持
されるものが多い。 1J0lには民!日}及び除森iliの2ケ聞の原水市があるが，大きい方の民間の市で
"F-li司l則投51ーは 15，000 m3 T:， しかもその5096がアカマツである。町内には製材工場が10工場あ
り， 年li¥Jg立木ii'J政治は 15，000m3で， うち外1;]が9，500m3 (米材・仁1心)ぞ市める。 製品として
は，{Hn阪が4596.ひき灼2996.ひき;1;IJ16%などで，仕組板はアカマツをJjt木とするものが多く，
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神戸港周辺の践菜畑や輸出用のものが中心である。スギ・ヒノキ原木は偲潟地方の原木市からの
仕入れが多い。製材品の出荷允は!県内が74%で，大i奴府が189ぎである。また，氷上1IJtとは， I~~の
7雪組l可と共に木工品工場が比較的多い。
3.…宮pげの概要
-'gIllJは姫路市の北間40km'とおり，人口12，000人余の何である。土地面積21，000haのうち，
森林が20，000haそおめる。当町iま，兵時以下では隣接の11均IlJIC次いで国有林の割合の高いと
ころで，森林田樹の129ぎをi長める。山錦町が1，甘くからの木材の集散!fuであると ζろから，比絞的
くから人工林化がすすんだ地域である。!IlJ内では年間約50，000m3の議材が生脱され， その
多くは山崎町の政木市場に出荷される O ただし良材はi直接に他府県へ流出してしまう。 !I1J内には
現税20の製材工場があり，年間の原水il~ 段 i設は 44， 000m3である。うち悶臨材は459ぎである。住
される製品は第l位は南洋材を用いたパレット類で50%，第2伎はひき角，以下ひき答1]，板額
と続く。製品の販売先は，県内60%，大阪府20%で，競りはすべて隣接践であるといってよい。
悶産材原水の入手先は， :t也JC原木niをr.IJ心とし，山崎営林署却材や但馬の路木市からの仕入れがこ
れにつづく。
貰.製材業の現在の構造
以上みてきた地域においては，戦前段階から，すでに池光の森林資源に依存した製材業が存殺
した。戦後昭和30年代までは， Tni路・米i荻村1といった都市地域へ製品が供給された。その製品に
は大会く分けて2つあり 1つは一般建築用材であり，仙の lつは溜造業Irl]けと一般工業向けの
符材であった。いずれも都市総の木材問濯や納材開底とのB引受取引であった。地元建築用材とし
ても供給していたが，都合としては小さいものであった。昭和30:9~代には，現在の 2 倍程度の数
の製材工場が存視し，大都市向けの潟裂で活況を悲していた。
ところが， 40年代に入ると，次第にこの基本的な躍のしくみは変化を余儀なくされた。 1つ
は，外材の者ij5r行部への大巾な進出であり，他の lつは，外材に対応した閣内の木材の踏地化と銘
柄材の生牒であった。当地域は，兵隊!県下では比較的良質の材会住践してはいたものの，基本的
には後lと並材・と称される製材品を住臆していた。そして向山県北地方にみられるような，銘柄材
産地与をめざす勤きもみられなかった。従って，当地域l立地元で生殺される際水の設と質からいっ
ても，また，地7eで生殺する製材品のf誌と12・からいっても，小規模な放材技館地としての枠組に
規定されることになった。このような枠組みに規定されつつ，現恋この地域での製材生践がどの
ように行なわれているのか，について以下みてみることにする。
1. 1類型の製材工場
この矧型lζ服する製材工場は，昭和初年代以前からの長践・販売の謀本的なしくみを比較的よ
く維持している。年間の原水i=i設が比較的多く， 2，000 m3以上を間践し，従業員は10名前後
を擁する。 50年・代 1:j:1~点以降，原水仕入れを原木市場・に依存することが多くなった。現在，神的及
び氷上の製材工場は，内地材については但路地方の1-1m 1.八鹿の三三つの原水市!と大きく依存し
ている。これら三つの原水市は兵Jilê県下から広域に集荷すると共に，鳥取県東部や京都府北西宮r~
からも材を集め，年間~荷数はおよそ十万 m3 でかなり大きな原水の1A~1致地を形成している。一
方-'gIllJの製材工場も一宮[1但潟地方のj活水ili1こ依存してはいるものの，大部分ば111ff;JJIlJの保木市
場からの仕入れである。しかしいずれにしても，仕入れる桜木の質は，各原水市場の取J及グレー
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(':'から言つでもI:J級品が多く，下級品もかなり含まれている。そこから生践される製材品は，ス
ギIj:1@l iヰーからは奴結合，小諮ネ:かちはタノレキやそヤ角，ヒノキからはね:や土台角といったもので
ある。 íU~材工場は，スギ・ヒノキごとに専門工場化し，更に径級 F:J;C;じた分化も進んでいる。製
品の販売先は， 40年代以前と向じく，姫路号をはじめ阪神の木材市売開躍を中心としている。販売
される間品は，規格品の奴矧・小符j頬・灼釘iが仁jJ心であるが，これら郁子IHgJl設からの特殊部材の
も応じて，このj機1i誌を犯している工場が多い。仕入れる原水がrjJ級~下級品が多いため，
拠品も放品にj十怒らざるをえないが，地域の1:3では比較的専門化・大型化したこζ墳で，設備も近
代的なものが多い。
以上のことから，この I獄型の工場は，当地域の従米からの基本型をうゆついだ、ものであり，
都市潟盟に対応して波材を~I:政ずるものであるといえる。
一方自~)市部の木材間留の1n~ から， この I翻型の工場をみてみると次のとおりである。 (ζの状
凶は 2年前に実施した刻銘・大|奴.*1戸「の間脱出取り締査から類推したものである。)
長;i路・神戸・大阪!こは関問でも届おの火手木材開箆が存制している。外材製品も多く取扱うが，
内地材製品も手広く日，J鍛えを行っている。たとえば，ヒノキの高級材は1吉野及び京総から，ヒノ
キのItJ級材は問IL県;1ヒ及び悶倒的itjlより，東にヒノキ下級i材は九州熊本及び宮崎といった生陵地
から，かなり大法に仕入れている。他方，スギ製品については，概して外材と競合するため，
的!こはそれほど取扱ってはいないο しかしスギ遺作材については吉野から，スギ板翻については
主に徳ぬljZから仕入れている。その他スギ小';IPJ物や特殊部材については，取扱;股が少泣ながらも，
jUJl墜としての品揃えよ必裂・不可欠なので，その分を::1:.(こ兵JlIfY込下の製材工場，とりわけよ記地域
の[矧盤工場に依存している。その際il裂なのは，木材Igj践が品j前え上，想いでおI充を必袈とす
る f~品や4な別注文1:;]' として受注した製品を，い納期で供給してくれる工場群が存恋することで
ある。その泣tl派で兵隊県下のr:IJ割ILtt也より階部l!こ位践する，比較的規模の小さい工場群が最も適
していることになる。こうした機械は，仕組板についてもある秘境あてはまりそうである。
以上のことを，さら!こ大きな視点からとらえはしてみると，次のように言うことができょう O
都1Tt1[)波び[こ古[1m近郊の主主謀m*:;]時盟は， にはj主倒的に外材によってまかなわれてはいる
が，化粧材やヒノキ材については，会問レベノレの底地製品が対応している。しかし，床板・脇被
仮・小Il1反や小説物については，なおかつ[玄i鼠材指1}2・が根強く存在している。いわばこの I類型
の工場は，このような外材及び!沼地銘柄材中心時代にあって，そのし寸縛れにおいても光足されな
い部分をÌflìてんしているのである。これは波i寸を~Iミ注し，かっ小規模で弾力的に校文に)おじられ
るしくみをもっ製材工場でなければならない。つまり，…穫の分議関係のCIJで生践を維持し，腿
関しているところに，その特故を見い出すことがぜきょう。これら工場群を原水供給閣で文えて
いるのが，{Q馬ないしは山崎の!浜水rl:ik誌であり，いずれも並材中心の原水市場であるといってよ
し、。
2. lJ設の忠利::[.易
この知J笠に該当する工場は，瀬戸内側の郎市街認ではなく，兵北部や鳥取県の日;;;};:海沿岸
部の地方;4j裂を対決ミ1)1を行っている。ご仁J:!;¥数としてはさほど多くはないが，近年，比較的活
危な lL~院をjl~1討している O 脱水仕入れは， {日i!iや 1111Ûなの ~1木市jおに依存しているが，スギ中 iヨ材
よりもむしろ小fj材やそれに主fiずるものに1:1心をおいている。生践する製品は，モヤ校jfJやタノレ
キの枚物で，工場としては i!メ門工場{じしている。京規般は I綿製とほぼ問じで，年!日]2， 000 
..3， 000 m3の!京水I['j'{l( :;1:で，機械J引'1mも近代的なものを設問している。 これらの工場は flB羽1
50q'.I:f~ までは I灯E授と日じく， k[~i路や京Wx i1 11 の木材'I1\J1宝への販売を中心:こしていたが， 50年代に
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入ってから，袈日本への進出を実現したものである。哀日本側lこは，智頭や殺桜にみられるスギ
中日材波地が滞在するが，そこではスギ板材を中心(こ:'J三股せざ、るをえないため，概して小角材，
!j、 ~ilJ物の生立i'z!こ限がある。…ガ， -(日馬地方にもかなり大協棋な製材工場があるが，外材lこ読点
がおかれているo
この双鋭製[こ斜ずるある工場は，
のrtrJ品では，スギのi反刻Hま智立n.
接待している中で， /トタ]郊については
依頼することも多い。
ら市内の製品市場IClJ、j1]摘を1*1心に出荷している。そ
，スギ治{ノドは古mr・誌で11・羽踊， ヒノキタj縮はr~t0.1から
をl削放っている。スギの特別出文材 lζ 
以上のことから， ζのH奈良型は， 1鎖型がその販売市場を太平洋岸からlヨオミ海仰に転換したも
のであり，なおかつ器地銘制材・や初頭・若桜材とも比絞約競合しないJr~で，臼本海 rWJの筒援に対
応しているのである。
3. 1立類型の製材工場
この類型は，従~とは I 鍛塑と同じく， T!:l路や阪神の木材r1l1議への販売を中心にしていたものが，
しだいに地場建築館袈の治加に対応して，主な販売先を地元の大工・工務j討に転換したり，強2高
裁をえ長t設するようになったものである。とくにi協和50年代後半J?)，持にこのタイプのものが自立つ
ようになった。生践規模は様々で，年間際水消賀:訟は 1，000m3前後から 3，000m3 iである。
間2-3戸のイi住宅から，多いものでは十数戸の述築材を供給している。建築部門をもっ工場・では
地場だけではなく，税械的lこ名ilnlT自1Iへの進出もはかり， '])ミJ}i¥している。当地域は都市部lこ比絞的
近いところから，近年初市部への過勤者が増加して人口も安定的な推移を示している。これを背
として， [13稿l50年代以降，かなりの建f妥協i裂が発生したものと.1?f;えられる。原水の仕入れは，
佐潟地方や山崎の却水市場に依得している。大工・工務r.5から一戸前住宅の全部材を受注するの
が一般的で，かなり多様なえi¥!絡と松Hilのものを生産加工しなければならない。とくに航路の探木
市には，スギ・ヒノキの波材はもちろんのこと， J広葉樹もかなり集荷されるので，これらの蹄述
は可能である。またアカマツの構造材は，とくに氷上町の原木市で鋼連しうる。しかしながら，
とくにこのi削減のように，都市部に近い地方桟宅の場合には，都市部で能強される材と陪じか，
ほぼそれに類似の材のし好も強い。 ある工場主が言うように， r住宅部材一戸前の法文を受けよ
うとすれば，よいヒノキ柱を持っている必要がある。Jの設誕はそれを示している。 ヒノキの1l!~
地ないしはそれに近い柱材，スギ造作材や化粧野地材，天井材といった役物がそれである。しか
しながら，当地域の製材工場では，これらの製品を自家生控ずることはきわめて難しい。という
のは，但潟や IlJ ll<<~の原水市場は並材を中心とする市場であり，上質材の原水があったとしても，
ほぼ金援が吉野をrlJ心とする金問銘柄産地に臨按流通するし，それに次ぐ上質材は智頭などの製
されるので， ~l削減の製材工場がそれら原水を入手するのはまず不可能だからであ
る。従ってy~る品j訴え方法は， ftl:s行をはじめとする都市部の製品開躍や製品TlT売から不足材を製
品で補光することである。ヒノギの上位校fむならば，吉野材や来礎材を，スギの@{'p材ならばE吉
野材を，スギの化粧日lrH!'ならば初期材を悶濯や市先かち仕入れるのである。こうしてはじめて，
このm知型の工場は一戸lijの全部材を取り揃えることができる。
このように考えると，この地域にあってm類型の製材工場が存立するための一つの殺は，工場
が都市開設などから，不足するよ町材を容O)に仕入れて品揃えすることができることにある，と
ようO つまり，吉野材や及01'.11オを公開銘柄， l1!i' iTs材・を地方銘柄と炎現ずるなら，不足するこ
れら上自材を全1<1銘柄材や地方銘柄f;l"として調達することによって，はじめて小光製材が成り
っているのである。銘柄材が容易にお!迭しうる大都市近郊に立地ずる製材工場の大きな利点とい
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ってよい。ただ近年は，とくに都市部では，住宅の外観デザインや内部の機能的な間取りが翠視
されるようになってきた。しかし地方の製;tj"工場が鴻築業を兼営寸‘る場合は，こうした点での対
応が十分でないため，都市部に進出しでも余り永続しないことは大きな問践である。こうした館
向は当地の合についても，ある程度あてはまる。
4. IV類型の製材工場
当地域における，近年の新しい勤きを担っているのがこの類型の製材工場で各離の新しい住
宅部材や木工品の生産を行うものである。もとは製i!l;j材・や一般慾築材の製材を1Tっていたものが
とくにヒノキ小経木の伐採琉増加を?学長として，その多面的な手IJJfJぞはかつている。具体的な裂
品としては，住宅メーカーに磁波総材ずるフローリングや階段材，ベッドメーカーに納品するベ
ッド枠材・などで，いずれもヒノキ間伐材や小接木を利用している。さらに，共同生続安行ってい
るものに，公!創刊ベンチやログハウス，各綴の木工品があり，一部東急ハンズ向けの製品も
している。
これらのものは，いずれも地方需要よりもむしろ都市部を中心とした需袈を悶聴においている。
m類型の工場が{主宅態認にi直接的なかかわりを持ちながらも，都市向け住宅供給にデザイン部会事
で問題をもっている ζとを先にみた。それは恐らく，技指は内外装及び機能をも含めた総合的な
デザインが諜求される，レベルの高いものだからである。しかしここで展開をみている新しい住
宅部材や水工品は，都市向けであるとはいえ，それは部分デザインのものであり，総合性は必ず
しも袈求されない。従ってそれだけ地方の製材工場にも対応しやすい製品と思われる。
現在~当地域におけるこうした新しい製品生践のベクトルは大変大きく，神崎 IlIr森林組合では，
各積建築用材加工用のそノレダーを若手入して新たな製品生践をめざしている。また予雪組I1Irでは， 1町
慢の木工センターを役立して，フローリング材技1主，ζ毅磁的である。ともに木材の機械乾燥と
セットにして，近代的な木材・の7l~1~liこターゲットを合わせている。また製材工場も，共時で都市
部の木材フェアーに参加・股示を行い，そこでの批判・将仰に基づいて再度試作を行うという，
都iT消践者のニーズに会わせた生総加工への取り組みがみられる。 こうした勤きも，者j)Tげに近
接し，かっ都市の情報を得やすいという立地を利用したものであり，今後の発授の可能性は大き
し、。
百.考察
当地域の.rz:*伐認は，地元の議材業者や森林組合によって担当されるが，伐採搬出された材の
多くの部分は舷潟やrl崎町の原木市場に出荷される。ところがはl光ニヒ場では，とくに樹令の高い
ものや無節材がとれると思われる材が選別され持勢:材は奈良県や主活路へ， 1等材は岡山県:1じ
ゃ鳥取県智頭へとI:lH守される。また，並材としていったん低路地方や山崎町の!京木市場へ出荷さ
れた林の仁わから克，こ厳選された結果， I司じく等級に応じてよ記の地域へと貿取られていく。結局
これら脱水TITJ易の残りの部分が， {良民地方，争IJlllf~llIr ・氷上町・…?削1]" といった地域の製材工場の
邸水となる。
こうした恭本的なしくみは，鳥取県の智頭地方でも全く同じであり，原木rITに出荷されたi;;Jの
うち，特埼:材は古・野， 1 材は部 111 !.!f<;1じの染者が認付け，地元~!;i'顕の lJi;!材工場は 2 等材安中心に
i立付ける。ただし智顕の製材工場がr{i付ける 2~手材というのは，彼らが01路地方の原木市場
付ける 1勢:材と，質的・何lj絡的にほぼ等しい。
このように， 1元工場で材質によって等級選別された上に，さらに原水市場でび選別される
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という，二設の選別構造によって，間接材は綜流通をしていく。 ζういったしくみが，全閣の
上級材を設的・質的t<:i被保して，銘柄を形成する大きな張間後つくっている。たとえば銘柄材の
典製であるところの吉野材は， ζうしたしくみを利用して，かなり広範闘の地域から，しかも少
母ずつ集荷されている。ただし集荷うもの原水1j"にも大きく分けて2ランクのものがある。たとえ
ば智頭の諒木市ではかなりの設が吉野地方に良い取られるが.{fl.瓜:Uh方の原木市では初頭よりも
かなり少なし、。もともと智頭でされる立水の質そのものが，平均して侃潟地方のJ1木よりも
上質だからである。
他方，わがIJlJの有名製材!沼地で痘され販売されていく製品についてみると，吉野や京畿とい
った銘柄をもったものは，いわば全国的に知られた銘柄iはとして 7'""8段以上の広範館ないし
は会倒的に流通する材である。材総単価の高い材であるため，それだけ広範間に流通する力をも
っている。
次に例えば鳥取県智頭tlh方についてみると，当地方ではおJ~70年以上のスギ中悶材会原水にし
た製材・肢が行われている。しかしここで-生産される索材のうち，特等材は吉野 1等q;;jは向山
県:Itlこ~取られ，地元工場は 2 等材!京木をひかざるをえない。つまり，吉野や間山県北に比べて，
質の抵い脱水をJHいて製材を行っているが，しかしここから生践されるスギ製材品は，一般的に
いわれるところの波材製品よりはかなり品質的・飾格的に向いものである。遺作材生践には少し
無理であるが，化粧野地板には泊している O ブーJ智銅製品の流通総矧をみてみると.0、前は東海
地方をも含めたかなり広範翻に2えんでいたが，近年はtli元鳥取県を中心として，関山政・
・兵服!設・大阪府・京都府といった数拡にほぼi現られているといえるQ つまり先にみた，吉野材
・2友銀材といった全国流通レベJレの材よりもはるかに流通範鴎が狭い。いわば，地方銘柄をもっ
た地方流通材であるといってよい。それは智頭製品がヰ1級品であり，決して高級品ではないこと
による。問機のことが間関徳島県のスギ製品についても設え，このことが，税額製品と徳島製品
とが，神戸・大紋・ i潟11といった，これらの在地からみれば狭い流通絡組においてt i区媛競合
する大きな袈悶となっている。
それではここで，今@分析の対象地となった兵隊県の製材生w'{l也に段を転じると，次のように
うことができるであろう o 14JI~;，~・氷上・ のいずれをとってみても，上述の会問銘柄材や地
方銘柄材とは品質的・伽絡的にもり，また明らかに流送開もっている。しかし，すでに都
市街j爆の側からみたように，全国銘柄材や地方銘柄材・とはほとんど競合することなく，都市及び
者s市近郊において流通しているのである。それは公開銘柄材や地方銘柄材をむしろ補充する形で
流鴻している。さらに外材との関係も含めていえば，大産地・大工場で生産される ~5d絡材に対し，
当地の製材工場は小規模生産を議本として特殊部材・の受往生践をも担うことによって，規格材の
大経生産の不足部分をfliう機能を来している。その;な味で，一つの分業関係を形成しているので
ある。
次に，製材工場が大工・工務問への一戸前部材の小売'りを行ったり，建築業を兼営する例がか
なり見られ<so こうした形態は，かなり会問的にみられるが，当地域の場合を会問視点で考えて
みると次のようになる。沼地域の製材工場は，住宅一戸分留[)材のかなりの割合まで自前で生必ず
ることはできるものの，ヒノキ柱の高級品やスギの造作材，化粧野地材の生!取は不可能である。
しかしこの生政不可能な部分は，近接した都市郎の盟品IGE誌や製品市売で谷島に淵述し品揃えが
可能であるοζの部分を~t躍しているのが，会l感銘柄路地であり. JliブJ銘柄政地セある。従って
当地域の小売製材ないしは建築技業組材は，こうした分業関係を前提とし，それを自らが利用す
ることによってはじめて成り立っているといえる。
j没後にこの分業関係のrlから新しく派生してきたのが，先殺のlHJE笠のこ工場]咋である。従来か
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ら当地域では，アカマツやスギの端材やほ紫材を利用した製図材生践が盛んで，製材工場の中に
も製!潟生i慌を兼ねるものが多かった。いずれも並材の中のほ質林を!原水とするものであるが，;[(
はそれに加えて間伐材を中心とした小様材の生産が増加する傾向にある。しかしよ述の会問銘
柄一地方銘柄の謀本間式からすると，低質材や間伐材は，こういった図式には来るものではない。
当地のような波材生産地には，こうした材が他地区に流出することなく，むしろ過剰供給の傾向
さえ生じてくる ζとになる。大都市にきわめて近いという科点ぞ前挺として，こうした材の有効
利用としてj廷闘しているのがW鍛型なのである。それは従来の会筒!虫丸.~-i1hブJ産地というしくみ
の枠外に生じたものであり，木材加工の新しい方向として十分に期待しうるものである。
Rるsume
Since 1965， in Japan the imported timber has increased and has been consumed 
mainly as building materials in big citi出. Under this situation many sawmills， which had 
produced lumber using dom担sticlogs， changed their production systems. And some big 
l、umberproducing areas consiting of many sawmills were established， which supplied 
high四 qualitylumber to al over Japan. 
But in present time a lot of small sawmills using domestic logs are stil remaining， 
except the big lumber producing areas. 
1 investigated some of them located on the outskirts of Kobe City in Hyogo Prefecture， 
and found the reason why they could maintain their production. The reasons are : 
(1) Almost of them are supplying special sized lumber or small lot lumber with low-
quality demanded in big cities and their suburbs. 
(2) Some of them run building trad巴sas a side-work. They purchase the lumber 
made in the big lumber producing areas as their building materials from wholesellers 
in Kobe City. Because they could not produce such high-quality lumber in their・mils.
Consequently， we can say that they avoid competing with the sawmills in the big 
lumber producing areas or the big ones using imported timber， rather coexisting with 
them. It is the reason why they can exist. 
